
 

 

 

 

 

 

 

校長からのたより⑤―いつも未来を見て行動します  

 

校長 加納 一志 

シリーズ「校長からのたより」第５回のテーマは「ものの見方」です。 

 

 右の４つの絵を見てください。違うもののように見え

ますが、見る方向や物体までの距離を変えれば違うものに

見えます。鉛筆の先のような円錐形の物体を真上(ｄ)、真

横(ｃ)、真下(ｂ)、斜め下(ａ)から見た絵です。 

過去を変えることはできませんが、未来を変えることは

できます。ものの見方や考え方を変える発想は、ピンチの時こそ役に立つものです。今は５月末まで伸

びた臨時休業期間を嘆くより、自分で決めてできるチャンスが再び増えたと考え進みたいと思います。

再開予定は６月です。学校が再開すると教科授業が始まります。学校での学習は、教科ごとのもの(世

界)の見方や考え方を身に付けることが大きな目的の一つです。さまざまな見方や考え方で思考・判断・

表現できる練習が中学校の授業です。今は、授業ができる喜びを楽しみにしながら各教科の課題に取り

組み、ものの見方を身に付ける機会としましょう。 

ゴールデンウィークの天気のいい日に、自宅からウォーキングに出かけました。自家用車の中からよ

く眺めるいつもの道を歩くと道端に咲く花の美しさに気付きます。雑草と扱われるヒメジオンは、花び

らの色は株により大きく異なります。そんな当たり前のことに今ごろになって気付いたのかと思いつつ

も、日常では感じられない貴重な喜びの体験をしたのかもしれないと思っています。学校休校措置が５

月末まで延長になりましたが、来週から学年ごとの分散登校日を設けます。未来はきっと大丈夫だと信

じて、焦らず油断せず再開に向けた生活と準備を今しばらく続けていきましょう。 

 

 
 
政府による緊急事態宣言の延長や東京都教育委員会からの臨時休業等の依頼を踏まえ、昨日、多摩市

教育委員会は５月３１日までの臨時休業期間延長を決定しました。本校では６月１日の学校再開に向け
規則正しい生活を徐々に取り戻すことを目標に、学年ごとの分散登校日(毎回洗濯可能なジャージ着用)
を設定します。まだまだ油断はできませんが、引き続き賢く恐れながらも、未来は大丈夫だという生徒
たちへのメッセージも示しながら進んでいきます。感染の拡大・収束の状況により予定変更も考えられ
ます。持ち物や登校時間も含め詳細はホームページやスクールメールアシストでご確認ください。 

①登校日も含め、引き続きのお子さんの健康管理(朝夕の検温・記録、観察等)をお願いします。 
②手洗い・うがい・咳エチケット(マスク等の着用)の習慣を身に付けられるよう引き続きご家庭でもご
指導をお願いします 
③臨時休業中の登校日に登校できなくても欠席扱いにはなりません。 
登校しない場合は、当日朝８：３０～９：３０に学校までご連絡ください。 
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多摩市立和田中学校  HPアドレス http://schit.net/tama/jhwada/ 

和田中だより 
令和２年度  臨時休校特別号⑤ 
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保護者の皆様へのお願い 


